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論文 
遅子建『偽満洲国』に見る少女の形象 
Image of girls in Chi-Zi jian’s “the Manchu Empire” 
 
後藤 岩奈1 
GOTO Iwana 
１ はじめに 
中国黒龍江省出身の女性作家遅子建は、2000 年に雑誌「鐘山」3，4 期に長編小説「満洲国」を発表した。
この作品は、同年、作家出版社より単行本として出版されたが、その際、題名が「偽満洲国」と変更されて出版
されている。２ 
この「偽満洲国」は、1932 年の満洲国建国から、1945 年の日本の敗戦と満洲国の崩壊までの 14 年間の、
中国東北部に住み、生活していた様々な階層、身分・職業、人種、民族、国籍、宗教の人々の生活が描かれ
ている。 
本稿では、この作品中の登場人物のうち、5 人の少女に的をしぼって、この 5 人の少女たちの性格や人物
像はどのように描かれているか、その人物形象を見てゆき、さらに作者遅子建は、どうしてそのような人物形象
を創作したのか、作者の経歴や作品の特徴などと合わせて分析して、述べてみたいと思う。 
２ ５人の少女の人物形象について 
２－１ 王宛雲 
新京の小学校の教師王亭業の娘。1927 年生まれ。 
王亭業には、病気の妻劉秋蘭と一人娘の宛雲がいた。1933 年のある日、王亭業は知り合いに頼まれて詩
の代筆をしたが、詩の文言に抗日スローガンが入っていたため、日本軍に逮捕されて拷問を受け、のちにハ
ルピンの関東軍 731 部隊に送られる。（第 2 章 1 節）。 
1934 年の春節直前、劉秋蘭は、夫が逮捕されて生活が苦しく、生計を立てるために、宛雲を連れて借金を
しに友人の家を訪ねにゆく。 
 
 「お父さんはいつ帰ってくるの？お父さんは何か間違いをして捕まったの？」宛雲はとても悲しそうに言っ
た。「お父さんは間違いを起こしたのなら、改めればいいのに、改めれば帰って来られるでしょう？」３ 
 
二人は友人に借金を断られる。二人はしかたなく家に帰り、とっておきの小麦粉で餃子を作る。 
 
「お母さん、餃子作るの疲れたら、食べなくてもいいよ、私餃子食べたくない」劉秋蘭は恨めしそうに笑っ
て言った。「お正月には餃子を食べなきゃ。お父さんはどこでお正月迎えるのかしら。餃子食べられるのか
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なあ？」宛雲は言った。「お父さんはきっと餃子を食べられるよ。お父さんはいつも食べ運が強いと言ってた
じゃない」４ 
 
と母を慰める。不幸の中でも冷静で、理知的で、親の立場を理解し、父親への信頼があるようである。また 
我慢強い性格のようである。 
知り合いの張老婆が、漬物屋の息子で知的障害のある 17 歳の阿永の世話を勧め、劉秋蘭は漬物屋の主
人に話をして雇われることになり、宛雲は阿永の世話をすることになる。（第 3 章 1 節）。 
1941 年の秋。14 歳の宛雲は、親たちが目を離した時に、阿永にその身体を奪われてしまう。一週間泣いて
いたが、老婆になだめられ、「これは天意だ」と言って阿永との結婚を勧められる。宛雲は考える。 
 
「私よく考えたの。私、阿永と一緒になるわ。こんなことになって、将来私のこと貰いたがる人いないと思う。
それに、彼は馬鹿だけど、家は裕福で、もし将来お父さんが戻って来ても、きっと病気だと思うので、働けな
いでしょう。私たち飢え死にしちゃう。私、阿永と一緒になって、私の家と彼の家が親戚になったら、私の家
も面倒を見ないわけにはいかないでしょう」５ 
 
そして阿永と暮らす決心をし、漬物屋に住み込む。（第 10 章 5 節）。 
1944 年．宛雲は美しく成長する。街の写真館の息子で奉天の大学生である耿舒非は、夏休みで新京に戻
り、宛雲と出会う。それから耿舒非は宛雲に目をつけ、宛雲も耿舒非のことを重い浮かべるようになる。 
年が明けて春になり、舒非は再び新京に戻り、母、劉秋蘭の手引きで、宛雲と舒非は彼女の実家で会い、
舒非は彼女を抱きしめ唇を求める。（第 13 章 3 節）。 
 
宛雲は温かな物が全身を流れるように感じるのみで、彼女は震え、思わず声を潜めて泣き出した。宛雲は
長いこと、浸透と陶酔の中で泣いていた。耿舒非はそっと彼女の肩を叩くだけで、まるで彼女が涙をきれい
に流し尽くし、心の中に一滴も残さないようにするのを手助けしているようであった。６ 
 
阿永との結婚を選択した宛雲であるが、それは、父親の失踪、それによる家庭の貧困、阿永に身体を奪わ
れたことなど、家庭の事情と今後の自分の身の振り方を考慮した末での判断であった。耿舒非と出会い、宛雲
は初めて本当の恋愛感情、内から湧き出るような感情を経験することになる。 
２－２ 謝子蘭 
謝子蘭は、ハルピンのアヘン窟で働く王小二の姪で、1919 年生まれ。 
1932 年の新京。街の料理屋の給仕をしていた独身男性の王小二は、店の女将と喧嘩をして店を辞め、姉
を頼ってハルピンへとゆく。姉には二人の娘がいた。15 歳の穏やかな性格の謝子君と、妹で活発な性格の 13
歳の謝子蘭である。謝子蘭はロシア人老婦人に声楽を習っていた。老婦人には製粉工場を経営する息子の
阿寥沙と、孫娘の柳芭がいた。老婦人は柳芭と親しい謝子蘭のことを可愛がっていた。（第 1 章 4 節）。 
1934 年．ハルピンのレストラン「蒼泉酒館」には、王小二を雇った阿寥沙一家がよく謝子蘭（14 歳）を連れて
来る。やはり顧客である日本人羽田は謝子蘭を見て、「いたずらっぽくて可愛い」、「生意気ではあるが、純心
な子」だと思う。謝子蘭は羽田に料理をねだり、歌で御礼をすると言って鼻歌を歌い、羽田をからかい困惑さ
せる。（第 3 章 4 節）。 
その後、謝子蘭は日本の軍人であった羽田と付き合うようになり、王小二は怒る。（第 5 章 2 節）。 
 
 
1937 年。王小二の姉の夫が失業し、王小二は節約して姉にお金を入れるようになる。彼は 18 歳になった謝
子蘭と話す。（第 6 章 3 節）。 
 
謝子蘭は見たところ、相変わらず快活であった。身長が伸び、服装も最新のファッションで、中学を卒業
した後、ずっと家で遊んでいて、毎日することといったら交際に出かけることであった。彼女の考えは変わる
のが早く、慈善機関で子供の世話をすると言ったかと思えば、日本に留学に行きたいと言う。羽田との交際
はどうなったかと聞かれると、「羽田って誰？今私が知っているのは張田よ」と目を丸くして言った。７ 
 
1939 年、謝子蘭は阿寥沙と結婚する。 
1941 年、謝子蘭は、父親が失業し、母に渡すお金を渡すために、月に一度、叔父の王小二を訪ねる。彼女
は阿寥沙との結婚を家族に反対されたので、家に帰れなくなっていた。彼女は王小二に、劇団の仕事のこと、
ついに自分にもファンができたこと、パリに行って音楽の勉強をすれば世界的な女優になれると言われたこと
などを語る。（第 10 章 1 節）。 
1943 年、呼瑪の埠頭に慰安船が入る。船の甲板で公演が開かれ、ハルピンから来た新人歌手の謝子蘭が
歌を歌う。船上の謝子蘭は、埠頭で見物をしていた男胡二に手を振り、言葉を交わす。胡二は元匪賊で、上
船した胡二はいきなり彼女を抱いて唇を求めるが、彼女は抵抗しなかった。謝子蘭は阿寥沙との結婚が破局
して家を出た後、日本人が公演のために女優を募集しており、黒河を経てこの町へ来たのであった。彼女は
胡二の野性と大らかさに惹きつけられ、自分の部屋に連れ込む。しかし船が終点に着くと、彼女には嫌悪感し
か残らなかった。（第 12 章 4 節）。 
 
 謝子蘭は、自分には致命的な弱点があることを知っていた。それは見栄っ張りなところで、すぐに男に興
味をもつが、またすぐに男を捨ててしまう。しかし彼女は快適な生活を追及することは、何も間違ったことで
はないと考えていた。彼女は美食、ファッションを好み、デパートや高級酒場に出入りし、人生は享楽を求
めなければ無駄になる、と考えていた。彼女はその美貌のために、今でも言い寄る男たちは多く、彼らは高
価なネックレスを買い与え、山海の珍味に連れてゆき、おべっかを使う。そして彼女は彼らに青春と肉体を
与えた。彼女は、これは公平な交換であり、お互いに必要なものを受け取り、誰も損をしないと思っていた。
彼女はこのような男たちとベッドを共にする時、もはや酒場の朦朧とした灯りの下で、向かい合って酒を飲む
時のような情熱は湧かなかった。８ 
 
謝子蘭は、奔放な性格で、芸術、芸能の道を歩みたいという願望を持っている。さらに華やかさを求める社
交家でもある。父親ほどの年上の男性に思慕の情を抱き、惹かれるところもある。また情熱的なもの、ある種の
激しさをもったものへの興味もあるようである。 
２－３ 祝梅 
日本軍に連行された雑貨屋祝興運の娘。 
1936 年の 1 月、新京の綿打ち職人の王金堂と、雑貨屋の祝興運が行方不明になる。彼らは日本軍による
強制連行で、虎頭の関東軍基地の建設現場で強制労働をさせられる。（第 5章 1 節）。祝興運とその妻で雑貨
屋の女主人張秋英の間には、娘の祝梅、息子の祝岩がいた。（第 8 章 3 節、1939 年）。 
1944 年、祝梅はおしゃれをするようになる。彼女は綺麗ではなかったが、美人だと自慢し、学校では目立つ
存在であった。勉強の成績は良くないが、体を動かすのが好きであった。 
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日本政府は太平洋戦線で負け続け、国民に不足物資を奉納するよう呼びかけ、戦争支援の名目で、民間
から宝石を集め、金属を買った。祝梅は学校で表彰されたくて、家の雑貨屋から鉄製品を盗んで、学校に持
って行き、そのため表彰されて、模範学生として学校の掲示板に名前が貼り出される。英雄になった気分の彼
女は、さらに寺から銅製の仏像を盗み出して学校に献上する。校長は大いに喜んで、将来日本に留学させる
と言う。 
ところが、弟の祝岩の先生が家に来て、教室の扉が倒れて祝岩が足を怪我をし、病院に運んだと告げた。
実は祝梅が国に金属を納めるため、教室の扉の蝶番を一個だけ残して取り外したので、扉が落ちて祝岩が怪
我をしたのだった。祝梅が帰って来て、その真相が分かる。雑貨屋張は学校に賠償金を求める。学校側は一
部を認め、金と牛骨肉を渡す。張はスープを作り、老婆と祝岩の三人で全部平らげる。祝梅が家に帰って来た
時には、一滴も残っていなかった（第 12 章 3 節）。 
1945 年．日本が降伏し、祝梅の顔から笑いが消える。日本が負けてからは、何事につけ学校で彼女を褒め
ていた校長は、彼女に会うと嫌な顔を見せて避けるようになり、初恋の相手である劉義も去ってゆく。祝梅は学
校のすべてに希望を失い、憂鬱になり、家で家事を手伝うようになり、母親にも優しく接するようになり、心から
学校が嫌いになる。久しぶりに学校に行くと、自殺した満洲映画協会理事の甘粕正彦を批判する漫画が貼っ
てあり、左手に李香蘭の映画のポスターが描いてあった。（第 14 章 4 節）。 
 
祝梅はこの絵を見て、とても我慢できなかった。彼女は李香蘭の映画が大好きで、彼女はこの世で一番
美しい女性だと思っていた。ある作品は、ストーリーは覚えていないが、李香蘭のどの笑顔も彼女に深い印
象を与えた。祝梅は自分もこんなに綺麗だったらどんなにいいかと思った。（中略）祝梅は、ヒトラーを唾棄
するのはやり過ぎだとは思わないが、李香蘭主演の映画のポスターを手に持った甘粕正彦を告発するのは、
とても我慢できなかった。９ 
 
祝梅は母に、学校に行きたくない、結婚したい、自殺したいと話して喧嘩し、家出する。三日後、家に帰って
来て、マッチ工場で働いていたことを話す。 
祝梅は、人から注目されたい、周りに認められたいという気持ちが強い少女のようである。彼女のやったこと
は、日本に媚びていると言えないこともないが、ある意味、自分が周囲に認められるためには何でもやる、行
動力がある、とも言えよう。また国や政治、大人たちの勝手な都合に振り回され、裏切られている面もあるようで
ある。 
２－４ 四喜こと李秀娟 
四喜こと李秀娟は、ハルピンの妓楼「錦綉閣」の看板妓女で、1915 年の生まれ。 
1933 年、阿寥沙の商社に雇われた王小二は農村に食糧買付にゆき、ある農家に泊めてもらうが、その家の
娘で 18 歳の李秀娟に惚れる。 しかし彼女にはすでに恋人がいた。王小二は食糧を輸送中、馬賊の劉麻子
に目撃され、劉の密告を受けた日本軍騎馬隊に襲撃され、のちに右腕を失う。（第 2 章 6 節）。 
1936 年。 アヘン窟「酔雲煙館」の斜め向かいに妓楼「錦綉閣」が開店する。看板娘は四喜という名の子で、
王小二は金を貯めて四喜を買いに行く。しかし四喜は、かつて食糧買付に行った農家の娘李秀娟であった。
（第 5 章 1 節）。 
 
 「この疫病神！あなたが家に泊まらなかったら、私の父さんや母さんも死んだりしなかったのに！あなたの
頭を切り落として、命の償いをしてやる！」そう言いながら、頭を王小二の胸にぶつけた。１０ 
 
 
 
四喜はさらに倒れた王小二の足を強く踏みつけつづけた。 
3 年前、劉麻子の密告で、王小二は牢獄に入れられ、王を泊めた李秀娟一家は逮捕、拷問を受け、李秀娟
以外全員が殺された。家族を失った彼女は生活の糧を求めてハルピンに流れて来て、街で妓楼のやり手婆
に目を付けられて店に入り、看板娘四喜になったのであった。 
四喜は心から日本軍を憎んでいて、王小二を怨みに思っていた。 ある日、王小二が客として来て、彼女を
外に連れ出し、彼女の過去を詮索したため、四喜にスープを頭からかけられる。（第 6 章 3 節）。 
1942年．その後も四喜は、街の焼き物屋で王小二と会い、壺を落として王小二に金を払わせたりするが、一
方で日本軍の被害者の面もある王小二が可哀そうにもなり、彼に謝りたい気持ちもある。 
 
   四喜は出かける時、王小二のことを思い出し、少しばかり申し訳なく思えてきた。街で彼に会ったら、この
前のことを謝りたいと思った。思えば、両親は死んでしまって、むしろすっきりして、あの世で幸せにしている
かもしれない、苦しむのは、こうやって生き残った者なのである。彼女はずっと体を売り続け、王小二は片腕
でアヘン館の入り口で客の呼び込みをやっている。時には、四喜は妓楼の客が入り口から入って来るのを
見ると、頭が真っ白になって、本当の自分はもう存在しなくなったように感じ、ただ一塊りの肉体が人に利用
され、蹂躙されているように感じた。彼女は日本人を憎み、そのためやり手婆には、絶対に日本人の接待は
しない、もしも日本人を呼んで接待をさせるなら、自殺すると宣言していた。１１ 
 
その前年の 1941 年、四喜は、彼女に詩を書いて手渡した詩人の陳希金と知り合う、陳希金は周囲から狂人、
廃人だと言われている人物であるが、彼女には、彼は単純ではあるが、悪い人間には見えなかった。 
四喜は、ときには故郷の家、日本軍に殺された家族、故郷の草原の風景を思い出し、お金が貯まったら、
妓楼から逃げ出して、普通の善良な人と結婚したいと考えていた。 
彼女は、今の自分はこんな仕事をしているが、純粋な、一途な人に好感を持ち、普通の善良な人と一緒に
なりたいという思いをもち、彼女に一途な陳希金にも好感を抱いている。（第 11 章 3 節）。 
四喜は、時には激しい言葉を口にし、激しい行動をとるが、それにはそれ相応の理由、背景があったわけで
ある）。                                                                                   
２－５ 李小梅 
李小梅は、奉天の街の洗濯屋の娘で、1925 年生まれ。 
1938 年、13 歳の李小梅は、奉天の質屋「豊源当」の息子で 15 歳の吉来と良い仲である。 
 
  李小梅は 13 歳で、よく人に当たり散らし、いつも不機嫌で、いつも口をとがらせていた。幸いなことに、彼
女の口は小さくて可愛く、口をとがらせても綺麗だったので、人好きのする愛らしさがあった。彼女は吉来と
一緒に話をする時は、いつも二言三言話しただけですぐに腹を立てて、吉来に傷つけられたと言って、出
て行ってしまう。１２ 
 
彼女の母は、性格がひねくれているこの娘を将来もらってくれる男はいるだろうかと心配していたので、吉来
が来ると喜んだ。しかし吉来は日本料理屋の娘で日本人の麻枝子（17 歳）とも関係を持ち,妊娠させた。（第 7
章、1 節）。日本人麻枝子と結婚させたくなかった吉来の父親王恩浩が間に入って、李小梅と吉来は結婚する
（1942 年）。しかし結婚後、小梅は変わる。 
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   結婚後、李小梅は以前とは別人のようになり、以前もよく腹を立てていたが、それでも少女のように、はに
かんで怒ったふりをしていたので、吉来は喜んでいた。結婚後、彼女は激しくなり、大胆で、くどくどしく、何
事にも口を出すようになり、まるで生活がいつも彼女の意に沿わないようで、いつも不平不満を言っていた。
吉来が遊びに出かけて、時間が長くなると、帰宅後、彼女はいい顔をせず、吉来はろくでなしだとか、放蕩
息子だとか、ひどい畜生だとか、言いたいことを並べ立てた。吉来は、初めのうちはこのような侮辱に我慢で
きず、彼女を殴った。しかし李小梅は殴られても、ほかの嫁のように泣きながら実家に帰るようなことはせず、
単身嫁ぎ先で吉来と戦った。彼にビンタを食らわせ、髪を引っ張り、茶壺や茶碗を壊して質屋は大騒ぎとな
り、王恩は苦い顔をして頭を振って溜息をつき、吉来が彼女に許しを乞うて、ようやく彼女は収まった。１３             
 
気が強く、男にも負けないで、吉来と喧嘩をしても、やられたらやり返す。子供を彼女に押しつけ、妓楼に行
こうとする吉来は、小梅との結婚を後悔するようになる。（第 14 章 1 節）。 
小梅はまた妊娠する。吉来は子供の面倒を見るが、小梅のことが嫌になり、もう子供は欲しくないと思う。そ
して質屋「豊源当」は没落してゆく。 
李小梅は、筋が通らないことに対しては譲らない頑固さ、強さをもつ女性のようである。 
３ 作者遅子建について 
3 章では、作者遅子建の幼少期の体験と、その作品への影響、彼女の作品の特徴について見てゆく。 
 遅子建は、1964 年 2 月 27 日、黒龍江省漠河県北極村で生まれている。父親は当時小学校の校長をしてお
り、母親は元放送局員の専業主婦で、3 人兄弟で、姉と弟がいる。その後、塔河県永安で育つが、1970 年、６
歳の時、北極村の母方の実家に預けられ、祖父母と暮らすことになる。翌７１年に永安に戻り、父母姉弟と暮ら
すようになる。塔河の小中学校で学び、８１年に大興安嶺師範学校に入学、８３年から創作を始める。８４年、
同校を卒業し、塔河の中学校や師範学校の教師をする。８６年には「北極村童話」を発表、これが事実上のデ
ビュー作となる。この年、父親が死去している。１４ 
 遅子建の父、遅沢風は１９３７年山東省の生まれであるが、祖父母、兄弟たちと黒龍江省へ移住して牛飼い
や農作業に従事し、さらにハルピンで叔父と暮らしている。新中国成立後、音楽学院への進学を希望するが、
家庭の貧困から断念し、大興安嶺の山間部に移り、地元の放送員をしていた女性と結婚し、３人の子供を持
つ。その後教員となり、二十年以上小学校の校長を務める。娘の遅子建にはアコーディオンを与えて音楽に
触れさせようとしたりしている。遅子建が事実上のデビュー作とされる「北極村童話」を発表した直後、４９歳で
病死している。１５ 
  遅子建の作品の特徴を考える際、彼女が６歳（かぞえ歳の 7 歳）の時に経験した、家族との離別という体験
が指摘されることが多い。北極村に帰省した折に、母と姉弟は遅子建を置き去りにして船で去っていった。こ
の離別の理由ははっきりとは分からないが、遅子建の母親の妹夫婦に子供がいなかったため預けられた、とも
いわれている。この時の彼女の精神的なショックは計り知れないものだったようである。その一方で、優しい祖
父母と畑仕事をし、野菜、植物、動物たちに触れ、さらない曾てソ連から渡って来て、中ソ対立の時代で、接
する人がいない一人暮らしのソ連の老婆の家に行き、勉強を教えてもらう。この離別を描いた「北極村童話」に
ついて、川俣優氏は次のように述べている。 
 
  この作品は主人公の幼い少女が訳も分からずに、黒龍江の畔
ほとり
にある小さな蔵の祖父母の元に送られて暮 
らす姿を描いた物語である。作者遅子建の、幼児期の体験を再現している。（中略）突然置き去りにされた 
幼い遅子建には、その時何が起こったのか理解ができなかっただろう。主人公の少女も突然、怒りと悲しみ 
のどん底に突き落とされる。やがて、少女は周囲の人々に慰めされ、明るさを取り戻していく。少女を可愛が 
 
 
ったのは、作中の祖母である。幼い遅子建は母親に捨てられたその時、中国の北のはての荒涼たる風景の 
中に投げ出された。その遅子建の不安を癒していったのは、祖母の愛であった。（中略）この作品のテーマ 
は、周囲の世界や自分の存在に対する不安の感情をかかえて生きる人間の存在を表現することではない 
のだろうか。１６ 
 
 また、遅子建の作品の特徴として、「子供の視点」も挙げられる。土田肇枝氏は、遅子建の作品「霧月牛欄」
と「清水洗塵」について、「共に子供を中心に据えて描いた家族の話であり、遅子建が得意とする物語である」
とし、その共通点として「子供の目で両親を含む大人たちの愛憎を垣間見るという構成」を挙げている。１７ 
遅子建自身、自分の作品に見られる子供の視点について、次のように語っている。 
 
私は好んで子供の視点を用います。子供の視点は、とても清らかで、無邪気で、素朴な文学の息吹きが、
まるで朝霧のように自由自在に広がり、太陽が照らしたその瞬間に、もうすでに良い天気になっているように
私には感じられるのです。１８ 
４ まとめ 
 3 章で見てきた作者遅子建の幼少期の体験、その作品の特徴をふまえて、「偽満洲国」に登場する少女
たちの人物形象について見てゆく。 
王宛雲の、父親の喪失と、父親への信頼。不幸や逆境の中での我慢強さ、冷静さ、理知的な対応。逆境の
中での抑えた感情と、それとは対照的な耿舒非に対する湧き出るような感情。 
謝子蘭の、奔放で、生意気ではあるが純心で、いたずら好きな性格。音楽、芸術、芸能への願望。ロシア人
老婆から声楽の手ほどきを受けたこと。父親ほどの年齢の男性への思慕の情。 
祝梅の、父親の喪失、人に注目されたい、周りに認められたいという気持ち。母親に対する愛憎の感情。国
や政治、大人たちの都合に振り回され、裏切られるところ。彼女の無軌道な反抗的な態度にも、それなりの理
由、背景があるところ。 
四喜の、もともと純朴な娘であったが、生きるために意に沿わない仕事をしているが、自分をそんな境遇に
陥れた者への憎悪と哀れみ。純朴で一途な人、普通の善良な人に惹かれるところ。 
李小梅の、筋が通らないことに対しては譲らない頑固さ、強さ。 
作品中の少女たちは、いずれも心に何らかの傷や、負い目を持っている点では共通している。また自分が
生きるためには運命を受け入れなければならない、理性的にはそう考えざるを得ない、しかし感情的には、自
分の気持ち、情欲に正直に振る舞いたい、という人物像も見られる。 
これらの少女の境遇は、いずれも作者遅子建の幼少期の境遇や体験、前半生とも重なるところがあり、描か
れた少女たちの性格は、一人一人、形は違うけれども、遅子建自身が持っている要素を、少しずつ持っている
ように思われる。それはあたかも遅子建の分身のように。 
 さらに歴史上の事実について。例えば、謝子蘭はロシア人老婆に声楽を習い、その孫娘柳芭と親友、という
設定になっているが、これは、作品中にも登場する実在の女優李香蘭（日本人山口淑子）の実際のエピソード
と重なるものがある。李香蘭は 1920 年、奉天近郊の北煙台で生まれる。日本人の家庭で、父親は南満洲鉄道
株式会社の中国語教員であった。幼年期を撫順で過ごし、父親の仕事の関係で 1933 年、13 歳の時、奉天に
引っ越している。そこで亡命ロシア人の娘リュバ・モノソファ・グリーネッツと親友になり、リュバの進めで、帝政ロ
シアのオペラ歌手であったマダムホドレソフから声楽を習うようになり、歌手の道を歩み始める。謝子蘭と柳芭
の設定は、李香蘭とリュバのこのエピソードを材料にして創作されたものだと推測される。１９ 
─ 101 ─
国際地域研究論集（JISRD）第 8号（№ 8）2017
101
 
 
   結婚後、李小梅は以前とは別人のようになり、以前もよく腹を立てていたが、それでも少女のように、はに
かんで怒ったふりをしていたので、吉来は喜んでいた。結婚後、彼女は激しくなり、大胆で、くどくどしく、何
事にも口を出すようになり、まるで生活がいつも彼女の意に沿わないようで、いつも不平不満を言っていた。
吉来が遊びに出かけて、時間が長くなると、帰宅後、彼女はいい顔をせず、吉来はろくでなしだとか、放蕩
息子だとか、ひどい畜生だとか、言いたいことを並べ立てた。吉来は、初めのうちはこのような侮辱に我慢で
きず、彼女を殴った。しかし李小梅は殴られても、ほかの嫁のように泣きながら実家に帰るようなことはせず、
単身嫁ぎ先で吉来と戦った。彼にビンタを食らわせ、髪を引っ張り、茶壺や茶碗を壊して質屋は大騒ぎとな
り、王恩は苦い顔をして頭を振って溜息をつき、吉来が彼女に許しを乞うて、ようやく彼女は収まった。１３             
 
気が強く、男にも負けないで、吉来と喧嘩をしても、やられたらやり返す。子供を彼女に押しつけ、妓楼に行
こうとする吉来は、小梅との結婚を後悔するようになる。（第 14 章 1 節）。 
小梅はまた妊娠する。吉来は子供の面倒を見るが、小梅のことが嫌になり、もう子供は欲しくないと思う。そ
して質屋「豊源当」は没落してゆく。 
李小梅は、筋が通らないことに対しては譲らない頑固さ、強さをもつ女性のようである。 
３ 作者遅子建について 
3 章では、作者遅子建の幼少期の体験と、その作品への影響、彼女の作品の特徴について見てゆく。 
 遅子建は、1964 年 2 月 27 日、黒龍江省漠河県北極村で生まれている。父親は当時小学校の校長をしてお
り、母親は元放送局員の専業主婦で、3 人兄弟で、姉と弟がいる。その後、塔河県永安で育つが、1970 年、６
歳の時、北極村の母方の実家に預けられ、祖父母と暮らすことになる。翌７１年に永安に戻り、父母姉弟と暮ら
すようになる。塔河の小中学校で学び、８１年に大興安嶺師範学校に入学、８３年から創作を始める。８４年、
同校を卒業し、塔河の中学校や師範学校の教師をする。８６年には「北極村童話」を発表、これが事実上のデ
ビュー作となる。この年、父親が死去している。１４ 
 遅子建の父、遅沢風は１９３７年山東省の生まれであるが、祖父母、兄弟たちと黒龍江省へ移住して牛飼い
や農作業に従事し、さらにハルピンで叔父と暮らしている。新中国成立後、音楽学院への進学を希望するが、
家庭の貧困から断念し、大興安嶺の山間部に移り、地元の放送員をしていた女性と結婚し、３人の子供を持
つ。その後教員となり、二十年以上小学校の校長を務める。娘の遅子建にはアコーディオンを与えて音楽に
触れさせようとしたりしている。遅子建が事実上のデビュー作とされる「北極村童話」を発表した直後、４９歳で
病死している。１５ 
  遅子建の作品の特徴を考える際、彼女が６歳（かぞえ歳の 7 歳）の時に経験した、家族との離別という体験
が指摘されることが多い。北極村に帰省した折に、母と姉弟は遅子建を置き去りにして船で去っていった。こ
の離別の理由ははっきりとは分からないが、遅子建の母親の妹夫婦に子供がいなかったため預けられた、とも
いわれている。この時の彼女の精神的なショックは計り知れないものだったようである。その一方で、優しい祖
父母と畑仕事をし、野菜、植物、動物たちに触れ、さらない曾てソ連から渡って来て、中ソ対立の時代で、接
する人がいない一人暮らしのソ連の老婆の家に行き、勉強を教えてもらう。この離別を描いた「北極村童話」に
ついて、川俣優氏は次のように述べている。 
 
  この作品は主人公の幼い少女が訳も分からずに、黒龍江の畔
ほとり
にある小さな蔵の祖父母の元に送られて暮 
らす姿を描いた物語である。作者遅子建の、幼児期の体験を再現している。（中略）突然置き去りにされた 
幼い遅子建には、その時何が起こったのか理解ができなかっただろう。主人公の少女も突然、怒りと悲しみ 
のどん底に突き落とされる。やがて、少女は周囲の人々に慰めされ、明るさを取り戻していく。少女を可愛が 
 
 
ったのは、作中の祖母である。幼い遅子建は母親に捨てられたその時、中国の北のはての荒涼たる風景の 
中に投げ出された。その遅子建の不安を癒していったのは、祖母の愛であった。（中略）この作品のテーマ 
は、周囲の世界や自分の存在に対する不安の感情をかかえて生きる人間の存在を表現することではない 
のだろうか。１６ 
 
 また、遅子建の作品の特徴として、「子供の視点」も挙げられる。土田肇枝氏は、遅子建の作品「霧月牛欄」
と「清水洗塵」について、「共に子供を中心に据えて描いた家族の話であり、遅子建が得意とする物語である」
とし、その共通点として「子供の目で両親を含む大人たちの愛憎を垣間見るという構成」を挙げている。１７ 
遅子建自身、自分の作品に見られる子供の視点について、次のように語っている。 
 
私は好んで子供の視点を用います。子供の視点は、とても清らかで、無邪気で、素朴な文学の息吹きが、
まるで朝霧のように自由自在に広がり、太陽が照らしたその瞬間に、もうすでに良い天気になっているように
私には感じられるのです。１８ 
４ まとめ 
 3 章で見てきた作者遅子建の幼少期の体験、その作品の特徴をふまえて、「偽満洲国」に登場する少女
たちの人物形象について見てゆく。 
王宛雲の、父親の喪失と、父親への信頼。不幸や逆境の中での我慢強さ、冷静さ、理知的な対応。逆境の
中での抑えた感情と、それとは対照的な耿舒非に対する湧き出るような感情。 
謝子蘭の、奔放で、生意気ではあるが純心で、いたずら好きな性格。音楽、芸術、芸能への願望。ロシア人
老婆から声楽の手ほどきを受けたこと。父親ほどの年齢の男性への思慕の情。 
祝梅の、父親の喪失、人に注目されたい、周りに認められたいという気持ち。母親に対する愛憎の感情。国
や政治、大人たちの都合に振り回され、裏切られるところ。彼女の無軌道な反抗的な態度にも、それなりの理
由、背景があるところ。 
四喜の、もともと純朴な娘であったが、生きるために意に沿わない仕事をしているが、自分をそんな境遇に
陥れた者への憎悪と哀れみ。純朴で一途な人、普通の善良な人に惹かれるところ。 
李小梅の、筋が通らないことに対しては譲らない頑固さ、強さ。 
作品中の少女たちは、いずれも心に何らかの傷や、負い目を持っている点では共通している。また自分が
生きるためには運命を受け入れなければならない、理性的にはそう考えざるを得ない、しかし感情的には、自
分の気持ち、情欲に正直に振る舞いたい、という人物像も見られる。 
これらの少女の境遇は、いずれも作者遅子建の幼少期の境遇や体験、前半生とも重なるところがあり、描か
れた少女たちの性格は、一人一人、形は違うけれども、遅子建自身が持っている要素を、少しずつ持っている
ように思われる。それはあたかも遅子建の分身のように。 
 さらに歴史上の事実について。例えば、謝子蘭はロシア人老婆に声楽を習い、その孫娘柳芭と親友、という
設定になっているが、これは、作品中にも登場する実在の女優李香蘭（日本人山口淑子）の実際のエピソード
と重なるものがある。李香蘭は 1920 年、奉天近郊の北煙台で生まれる。日本人の家庭で、父親は南満洲鉄道
株式会社の中国語教員であった。幼年期を撫順で過ごし、父親の仕事の関係で 1933 年、13 歳の時、奉天に
引っ越している。そこで亡命ロシア人の娘リュバ・モノソファ・グリーネッツと親友になり、リュバの進めで、帝政ロ
シアのオペラ歌手であったマダムホドレソフから声楽を習うようになり、歌手の道を歩み始める。謝子蘭と柳芭
の設定は、李香蘭とリュバのこのエピソードを材料にして創作されたものだと推測される。１９ 
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 遅子建は、少女たちの形象を創造する際、自分自身も持っている性格の一部を投影させ、さらに作品中で
扱う時代の歴史的、社会的な背景を合わせて考え、歴史上の事実を材料にして、それらを総合して、逞しい
想像力によって人物像を創作していると思われる。 
 
注記 
 本稿は、2015 年 8 月 18～19 日、中国吉林省延吉市の延辺大学に於いて開催された「第四回中日韓朝言
語文化比較研究国際シンポジウム」での発表内容に加筆修正したものである。 
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